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概 要 

最終更新日 2022 年 8 月 29 日 

プロジェクト名 安全安心なドローン基盤技術開発 プロジェクト番号 P20002 

担当推進部/ 

ＰＭまたは担当者 

ロボット・AI 部 ＰＭ  田邉 栄一 専門調査員（2020 年 1 月～2021 年 11 月） 

ロボット・AI 部 担当者 林 修司 専門調査員 （2020 年 1 月～2021 年 11 月） 

ロボット・AI 部 担当者 山名 広昭 専門調査員（2020 年 5 月～2021 年 11 月） 

ロボット・AI 部 担当者 森 理人 主任（2021 年 1 月～2021 年 11 月） 

０．事業の概要 

 ドローンは、「空の産業革命」とも言われる新たな可能性を有する技術であり、災害時においては、車や人が

進入しにくい地域などでも、広範囲を短時間で巡回するドローンからの映像によって素早く正確な情報に基づ

いた被災状況調査が可能となり、より的確な判断をする事が可能となる。ドローンの更なる用途拡大が期待

されている。 

 こうしたニーズに対応していくためには、ドローンの安全性や信頼性を確保しつつ、グローバルに競争力のある

低コストなドローンが市場に供給されていくことが重要である。また、災害時等を想定した場合に、国内に迅速

に保守・サポートする体制の構築、並びに交換部品の供給体制を整えておく必要がある。 

 本プロジェクトでは、安全性や信頼性が確保された上で、災害対応、インフラ点検、監視・捜索等の分野で

活用できるドローンを対象に、事業終了後早期に政府機関による調達をはじめとする市場への参入を目指

し、ドローンの標準設計・開発やフライトコントローラーの標準基盤設計・開発を行うとともに、主要部品の高

性能化やドローン機体等の量産化に向けた取組を支援する。 

１．事業の位置 

付け・必要性に

ついて 

 政府では「安心と成長の未来を拓く総合経済対策（令和元年 12 月 5 日閣議決定）」において、災害

が激甚化する中で国民の安全・安心を確保するため国土強靭化の推進や Society5.0 を実現する具体的

な政策として、「災害対応等の用途拡大に向けたドローンの基盤技術開発」や「社会課題の解決に資する先

端技術の社会実装・普及」を掲げている。 

 また、サイバーセキュリティ戦略（平成 30 年 7 月 27 日閣議決定）においては、国民が安全で安心して

暮らせる社会の実現に向けて、国民・社会を守るための取組の一つとして、ドローンについては、「サイバー攻撃

による不正操作によって、人命に影響を及ぼす恐れがあるため、かかる事態が生じないよう対策の推進」が掲

げられており、多様な主体が連携して多層的なサイバーセキュリティを確保することが求められている。 

２．研究開発マネジメントについて 

 事業の目標 

最終目標 

１．政府調達向けを想定したドローンの標準機体設計およびフライトコントローラー標準基盤設計開発 

【委託事業】 

 1-1. 低コストを実現するドローンの標準機体設計・開発 

主な仕様は、市場価格で 20 万円前後、総重量 1kg～2kg ほどで業界最小レベルの機体サイズ、

最大飛行速度は 75km/h ほどで最大飛行時間は約 30 分、Waypoint 指示等による自動飛行が可

能で、標準カメラと高解像度カメラ（1 インチ 20Mpixel CMOS など）、赤外線カメラなどに交換可能

で、ズームレンズなどのバリエーションにも対応可能、軸ジンバル性能は 120°以上の可動範囲を持ち、制

御速度 90°/s 程度で精度は±0.02°程度、スマホ以外にも専用の送信機が選択可能で、使いやすい

ユーザーインターフェースを有すること。 

 1-2. 高い飛行性能・操縦性を実現するフライトコントローラー標準基盤設計・開発 

主な仕様は、最大風圧抵抗 10m/s 程度の耐風性能、垂直方向±0.1m/水平方向±0.3m 程度

のホバリング精度を実現し、ASTM 等の国際情勢を勘案したリモート ID、LTE 通信によるコントロール及

びテレメトリ通信に対応可能で、自律飛行モードと ATTI モードを飛行中でも任意に選択でき、フライトロ

グの詳細データはセキュリティロックが掛かる一方で、セキュリティキーがあれば利用者がメーカーを介さずに

CSV 形式などで取得及び解読、解析可能。飛行を支援するアプリケーションを実装していること。 
 1-3. 高いセキュリティを実現する技術開発・実装 
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なりすまし等による機体の乗っ取りに対する耐性を有し、フライトログデータや空撮データなど、機体内に保

存及び機体から転送されるデータに対するセキュリティ、メーカー及び第３者パーティによるデータアクセスに

ついてユーザーが管理可能で、政府機関が定めるサイバーセキュリティ基本法及び関連規則等に則ったシ

ステム開発とすること。 

２．ドローンの主要部品設計・開発支援並びに量産等体制構築支援 【助成事業】 

 2-1. より高性能を実現する主要部品設計・開発支援 

具体的には、飛行の長時間化・省エネ化（例：バッテリー、モーター、ESC）、空撮機能の高性能化

（例：ジンバル、カメラ、映像伝送）、低騒音性（例：プロペラ）の機能の高性能化に向けた設計・

開発を支援する。 

 2-2. 量産等体制構築支援 

本事業終了後早期に政府調達をはじめとする市場への参入を実現するため、開発された標準機体及び

仕様を満たす主要部品の量産体制の構築を支援する。また、災害対応などのクリティカルな用途を考慮

すると、国内に迅速に保守・サポートをする体制や交換部品の供給体制が確保されていることが望ましく、

ドローン機体や主要部品に係る QCD がそのライフサイクルに渡って担保できて初めて、安全・安心な運用

が可能となることから、保守の体制構築も支援する。 

事業の計画内容 

主な実施事項 2020fy 2021fy  

1-1. 低コストを実現するド

ローンの標準機体設計・開発 
     

1-2. 高い飛行性能・操縦性

を実現するフライトコントロー

ラー標準基盤設計・開発 

     

1-3. 高いセキュリティを実現

する技術開発・実装 
     

2-1. より高性能を実現する

主要部品設計・開発支援 
     

2-2. 量産等体制構築支援      

事業費推移 

(単位:百万円) 

会計・勘定 2020fy 2021fy 総額 

一般会計 1,012 574 1,586 

総 NEDO 負担額 1,012 574 1,586 

（委託） 866 118 984 

（助成） 
：助成率 1/2, 2/3 146 456 602 

開発体制 

経産省担当原課 製造産業局 産業機械課 

プロジェクト 

リーダー 
任用なし 

プロジェクト 

マネージャー 
ロボット・AI 部 田邉 栄一 

委託先 

株式会社ＡＣＳＬ 

ヤマハ発動機株式会社 

株式会社ＮＴＴドコモ 

20000307-0 

20000307-0 

20000307-0 

20000307-0 

20000307-0 
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助成先 

株式会社ＡＣＳＬ 

ヤマハ発動機株式会社 

株式会社ザクティ 

株式会社先端力学シミュレーション研究所 

情勢変化への 

対応 

2019 年度補正事業ながら、2 度にわたる新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言（2020 年 4 月 7 日

～5 月 25 日、2021 年 1 月 7 日～3 月 18 日）の影響を受け、委託・助成それぞれの事業期間を 2021

年 7 月（委託）と 11 月（助成）まで延長した。 

中間評価結果 

への対応 
未実施 

評価に関する 

事項 

事前評価 経済産業省にて実施（NEDO では未実施） 

中間評価 未実施 

事後評価 2022 年度 事後評価実施 

３．研究開発成果

について 

1-1. 低コストを実現するドローンの標準機体設計・開発 

 開発仕様は、関係省庁に対して政府調達に資する小型空撮ドローンのニーズ調査を実施し、ドローンへの

要求事項を明確化した上で標準機体の開発要件を定め、量産プロトタイプの開発を完了させた。 

1-2. 高い飛行性能・操縦性を実現するフライトコントローラー標準基盤設計・開発 

 フライトコントローラー標準基盤設計と開発を行い、API 等を他の主要部品の接続仕様と併せて公開する

専用ウェブサイトを新規に構築し公開、リモート ID は国交省の仕様に併せ ASTM 準拠の Bluetooth 5.0

を採用し、制御プロトコルはグローバルに浸透している MAVLINK を採用、クラウドシステムは、国内で運用し

ているクラウドサービスを採用し、飛行ログや画像、動画が管理できるとともに、関係省庁の組織構成に合わせ

た組織権限管理が実施できるようにした。 

1-3. 高いセキュリティを実現する技術開発・実装 

ISO15408 のセキュリティ評価基準を満たすための分析/検討に基づき、ドローンにおけるサイバーセキュリ

ティリスクを洗い出し、政府調達に資するセキュリティレベルを検討した上で、対応策を量産プロトタイプに実装

するともに、運用面で行うべき対策についても定めた。また、セキュリティに関わる重要部品は大部分に国産品

を採用し、非常時においても事業継続性の高いサプライチェーンを実現した。 

2-1. より高性能を実現する主要部品設計・開発支援 

・ 高密度バッテリー開発：リチウムイオン電池セルの中から、性能と供給安定性が両立した 2 種類のセルを

選定し、缶タイプとラミネートタイプの 2 種類の安全な専用スマート・バッテリーを開発、バッテリーの技術革

新に追従し、継続的なドローン性能の進化と、長期部品供給の安定性を確保した。 

・ モーター・ESC の省エネ化：強力で軽量なブラシレスモーターと、性能向上と軽量化を実現する位置セン

サーレスの回転数制御を採用した ESC を開発し、1-2.で開発した飛行制御ソフトウェアと連携させること

で、高度な飛行能力を実現した。 

・ 高画質な小型・軽量カメラの開発：標準機体設計の仕様に合わせ、4 種のカメラ・ジンバルモデル（４

K、可視光＋IR、マルチスペクトル、光学ズーム）の企画・技術開発を行い、ズームカメラを除く 3 種のカ

メラ・ジンバルに対しては量産プロトの製作までを完了した。 

・ 低騒音性プロペラの開発：高推力と静音性を両立するために、流体シミュレーションを用いて翼形状の設

計と試作を行い、軽量かつ高強度のプロペラを開発。本事業で開発した、モーターを使いて性能評価を

実施した。 
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2-2. 量産等体制構築支援 

 機体構成部品の設計と、その生産に必要な型設計を行い、部品単体で仕様を満たしているかの確認を行

うとともに、アジャイル開発に対応できる弾性の高い組み立てラインを構築した上で、機体組立後の動作確認

を行うことで、実用化可能であることを確認した。型で成形された構成部品を用いた生産組立評価で、防水

防塵性・落下強度・各種環境下での作動確認・キャリブレーション検査・通信機能検査など、170 項目以上

の確認を行った。 

 また、実用化・事業化に際して、ユーザーの安全安心な運用に必要となる、セキュアな顧客管理システムや

ソフトウェアのアップデートシステム、操作ミスによる事故を防止するためのトレーニングプログラムや初心者向け

の取り扱い説明書などを試作した。 

投稿論文 0 件 

特 許 0 件 

その他の外部発表 

（プレス発表等） 

研究発表・講演：０件 

プレス発表等：２件 

４.成果の実用化・

事業化に向けた取組

及び見通しについて 

・ 事業終了後の 2021 年 12 月 7 日、(株)ACSL による「SOTEN（蒼天）」受注開始の記者会見が行

われ、同日付で NTT ドコモからは「セキュアフライトマネジメントクラウド」提供開始が、ザクティからは「ジンバル

カメラ CX-GB シリーズ」がそれぞれニュースリリースされた。 

・2021 年 12 月 7 日の「SOTEN（蒼天）」受注開始以降、2021 年度中に政府等から約 500 機の受

注を受け納品された。 

・株式会社 ACSL は 2022 年中の販売目標として 1,000 台を掲げ、本事業成果によるドローン

を取り入れた事業計画にて 2030 年に売上高 300 億円を目指している。 

５．基本計画に 

関する事項 

作成時期 (2019 年度補正事業のため、基本計画なし) 

変更履歴 (2019 年度補正事業のため、基本計画なし) 

 

 


